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「第ニステージヘの期待」
「||よ 、変えることのできる

ものについては、それを変える

り1気 を、変えることθ)で きない

ものについては、それを受け人

れる}令 静さを、そして、変える

ことのできるものと、変えるこ

とのでさないものとを詰セ別する

矢Π恵を、りえたまえ _

これは、 イ名なアメリカの神

学考、ラインホールド・ニーバ

―の″「りの [千 葉です、そして私

たち経済学部同窓会の元常任卓↑」I。 中||1宏氏 (｀ |^成 元イF卒――横浜

市長)が I「 長11任 の挨|"の 中で引用 したFI蟻 です

現在のような成長のための変ギ:が期待 されるH十 代に、なんと含杯

に富んだ″「りで しよう、

会員諸氏の絶えざる支援と努力によって、経済学部11」 窓会もつつ

がなく4イ11[|を むかえていることを′とヽから1憂 tiし ます.少 なからぬ

経済学部同窓会会長  榎 本  弘

倉1造の「ル午しなJや 「楽 しなJを 経て、ようやく各学イ
11中↑ll・ 17任

卓(｀ lf l11｀ 1:者 委ウ1、 役サtと いう判l布itが 、 応11そ ろいました これ

によって、経済学部|11窓 会の第 1ス テージヘの発展の L台がなんと

か形づくらオlた と:|え ましよう

この「経済学部|11窓 会会7RJも 第6)」 を発‖|す るまでになりまし

た  方、大学の他の学部・学
「

IJ窓 会との連1坊 も、少しづつです

が|1来つつあります 校友会大学湘∫会との関係も、その正 しいあり

方をめぐって今、本ウ!索 中です

こうした中で、創造と継小、そして成長と発しそのための「勇気J

と「知1恵」と「りFり Jを 、 !1窓 会の構成員全ltで 共イ「したいものと

願います

「会ナ1利 171の親‖
～
と研鑽を図ると共に、大学および経済学部の発

展に
´
奇:り するJと いうIIJ窓 会の「1的 の達成のために、思いを一つ

に、ステ ソフ バイ・ステッフで着実に il進 すること、これが今私

たちに求められている営みではないかと思います

(青 |′学:1暁 校友会会長)

第4回同窓会年次総会・講演会開催さる
2002.62211i):T山 キヤンハス420教室

経1斉学部同窓会第4111総 会が、2002イ li

611221(L)1取 45分より、大+42才文字に

於tヽ て70名の会夕tが |ll‖ fし |‖ llさ オlた

本11度の総会は、「|||ムli者 の皆様に 11

11#Hを イ「効に活用 してもらいたい |と

いう方11で 、総会全体の川始 ||り を緻

|)(げ、「‖,,1会 を総会に先 4ヾっ てFiう ことにより:|卜
「力i1/並 びにIIム li

者への西ご慮と総会の1llil:な 進行を11ヽ みた

15:45分 より、常千人卓↑事長の J会で朽‖演会が川会され、ついで檀

本会長の技オ

"と

百‖自iで ある勝部領柑1氏 (|lri利 291ll夕 t米 丈学
「

|スれi、 元

NHKキ 式′スター)σ )糸 rl介 が

`」

1ォ
)ォ lた  イi"木 会長θ)糸 rl介 にり|さ 糸売さ、

勝部氏は「日本の
´
り(プリ、表と奥Jと 題 して

,ルや力t会 をネ「 った 元NHKキ ハ′スターとtヽ

う経‖

`と

、1能 もが,lU味 あるテーマだけに、

出‖i許 は、夕1花 にヽは‖き入っていた

17:15う )か らは、 小噌イヾ
`ミ

ム:σ)1突 1"σ )`麦 、

市谷

`や

が

'H`ヽ

さオt、  `や !|り↓1与L(こ 基 ブ́き

`ヽ

1:が

議長となり、議案の
′
ぶ1義 に人り、いずれも

原案通り4R認 された

18:30分 からは、会場をIF学 会f11ク リノ

「変える勇気」を学んだ
横浜 :lf長 中「

! 宏

衆議院議夕tと して3)U19年 ‖政に1持わった

後今イi411、 日本 ‐の人H350万 人を抱える

人‖
`II「

横浜の 11i長 に就任 しました

7、 は、 TI I学院で教えられた米IJの 神学

杵ラインホーリじド・ニーバーの Iキ 舅[を いつ

も大りJに しています 「変えられるものを

変える[)t気 と、変えられないものを受け人

れる冷青1'さ と、その1町 者を見分けられる
'11忠をりえたまえJと いう::夕tです

戦後の日本ネL会 を芝えてきた様々なシステムが行き |ギfま り、|り ]治

維新、戦後改山1に続 く「第 1の改 111川 Jを迎えた中、この 11カ[を心

の 芝えに、全力で ||「 政に上限り組んでいます

lli山 11院 大学同窓′
tの 十〒さんと

「
を批え、本

Ч
lに 人1嗣 のために機

能するネL会 システムに変えていきたい、横浜からH本を良くしてい

きたいとの思いを強 くしています

ンに移 し、愁膚[会 が川llさ れた 経済学部学部長 美添泰人教授に

ご按|が をlriき 、建設中の利1棋 原新キヤンハスC(〕 1映 1象 が鈴木
′
克山企

‖111)1査 常 1こ により LIり(さ れた i tiた にカレ ッジソングを斉 11し 、キヽ

会F!に ‖1会 した美添泰人 経済学部学部長
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1鼎巳    ■・…・
9}123日 、lnJと か天 1クtに 恵 まれて、第911青 山学院 大学

同窓祭が無 11に 終了致 しました=昨
イ
11ま では、兄学 者と

して参加 しておりましたが、今
`Fは

実行委ヴtと して門川

先輩率いるチャヘルコンサー ト委,1会の品J委 員長という

ことで、お手伝いさせて頂きました 先輩 /Jの おノJと 、チ

ームワークの良さから、平前のiff備 は[|々 と幣っており、

余裕を持って
｀
lHを 迎えられることとなりましたが、さ

て、・ 1‖ フタをあけてみオlば思わぬハフエンクもあり、 1
に ドにと共/Jは 人1亡 し、 しかしここはチームワークの上せさで、lll千 もltか っ

たかのように大成1/Jの まま糸冬「 することが こきました 長IUl占 1に オ)た る度 :■

なるJJち 合わせ、そして本番を終 l・ してみて思いますことは、 Jじ 字
`ゃ

ε学

んだ青111,の  千本感、絆というものが、 ‖1深 まり、強くなっていったよう

に思います  度牛来してしまい、りよたのネL会
′
li 7rの 中へ人っていきますと、

学校とは縁遠くなってしまう方が大11だ と思われますが、こうした行 卜を通

して、学′
li‖ lfヽ を思い出 し、 十山学ドウこという共通の言11題 に触れられる,|‖ |が

できるということは、 大変 lt重 な J千 ではないで しようか 私はこの青山学院

大学同窓祭が大学 可窓祭としてだけてはなく、 |ケ でも
lF山

学「りしに通われた

方 Jべ この lJの L可 志″ヾになっ ごてヽくよう発な(し て tヽ ったり、 さら(■ はイヽ来し

てからもこうtヽ う行 '」「があることをすべての卒業
′
|:が知り、楽 しみとなり、

私が本イi感 じることができました イ本1惑 、 |卜 とtヽ うもσ)を , もっと多くσ)卒

業生のノリに感じていただけたら、本当にすばらしいことだと思います また、

足リトそうあってほしいと願っています

私たちは11の か単きにより、 T山デ
γ:1完 という場で|1会 うこと力1で きました

そのことを感

'Iす

るとともに、同窓祭も学「うともますます発展 していくことが

できますように、微ノJで すが、T/NI身 、今後とも精 ll・努めさせて1,1さ たい

と思っております

|『晨
『

工鯉器氏鮒………
今イ

|'も ゲヽり少なくなりましたが、皆様 /Jに はいかがお

過してしょうか

さて、私はある11「 りtυ t人 で公的イi金 の運川を11・ 1し て

おり「‖はJを ll人 しています 私は金H虫 のフロではあ

りませんが、紫人なりに IIげ 1に ついて感じたことをJFい

て,と ます

|‖ げ1の 格11け は、Aaaか ら除々に ドがり、ついにル にな

りました  玉||ザ iが 格 ドげされると、価格 ド落金利 11テ |が

酋通です  しかし、 1晨 )二 はそうならなくなりました   番σ)り H IIは 他に,tう

もσ)が ,11て とヽtヽ うことです 他σ)資 ノ

`の

リスクが大きく|々 資対象にならなtヽ

ので「
=モ

ヘの逃避」から ‖riに 資産が集中してしまうのです また、 日llの

利益は ||「 場価格をlll」 案 して決められますが、全イ

“

消化できないと1村 りますか

ら投資家のことを考えて、「 場より高い金利で決められることがあります

この場合1晰格は高くなります ‖‖格は /1円 がり
1に 本ですが、「1円 以 11で買うと

満期が来たときrf lと σ),14口 がFi還 |:tと な lnま す こイ1は決り,11よ くないの

C暉1人 しない場合かあります

‖債のRIFI人 に際しては、どうしても以前発Fiさ れたものと比べてしまいま

す 利率14%で数か月統いた後、今 ll発 行分が12%に なって しまったら購
人しずらくなり、今ナlは ,こ送るか、ということになります こうして購入を

先/7Tば しにした糸iヽ 果、系1与 局金利は「 がらず、イ11立 木近くになってH綺 人言画を

達成するために人[1に 購入してしまうこともあります 購入までの1川 、資金

は,7通∬1金 等に滞1沼 してしまうので収益はノ
|:み 11さ ないことになります こ

のようなことは11哺 il立 でも発′
liし ます 今の金利がしヽだと1:じ 金利 11ケ |の リ

スクを怖れて何イiも 岬1人 しない11資 家も糸1構 いるようです

このように、|‖ 債の1々 ′(∫男せ」党は決 して上せいとはいえません 機関|せ 資家は

金利 11ケ Iを

`、

Tち マ

`ん

でいるとl」 います

1猾顕鰍 黒 ;…■..

以前より私は美味 しいものを食べに行ったり、美味 し

いわたIiを 探 したりするのが大好きだったのですが、‖1:旬 1

経済学部 1窓 会に人会し、そこで組しくなった人辻と、今

年の6り 1に 餃 rを 食べに,「 ったのをきっかけに、「B級 グル

メσ)会」とてヽうもσ)を 発/Lし ました

メンバーは数人の小 さな会ですが、1ケ リ1に  |1周 lf:す ることを‖標にし

ています ホームベージも近‖中に公 用することになりました ホームベー

ジでは、行ったわムliの 場 ,「 や味の感想などを計:い て B級 グルメの情報交換

腑都議鷺鰭嘉百………
会報第5号 でも報じられていることですが、ごrrじ の通り、先般、同窓会

常イ1中↑事として
'Sり

」されていた中IΠ宏氏が横浜rド 長に就任されました Ij長
選にあたっては白民、公月、社民、保守党などがIF薦する現lld有利の 予想を

覆しての中|口氏の当選であったために |‖道でも大きく扱われ、同窓会員の

皆さんも度々中 1氏 をテレビの画1白 i11で )と る機会があったのではないでしよ
うか,私 も「司期の中|1氏の市長選‖券利のニュースを見ながら「そうliえ ばll

分は彼に頼まれて 司窓会学11幹 事を引き受けたんだよなあ、貸しをつくっと
いてよかった でも俺はイドltだ から1文 1係 無いかな _な どと思っていました
'り(は学11中↑」「をりき受けた 十にも、その‖|に・ 1‖ |の 中 氏が衆1議 坑1議 )1を 動
めていることを知り「議)tさ んに;ヽ しをつくっておくのも悪くないかな |と

iっ ていたのですが

そんなわけで及ばずながら11イ
11晰 )Jfを 」功めていた私のところに今度は常f千

中↑}1を づき受けて欲しいとの体1り 1が ありました ,長 となって 層́多忙にな

り、常任中↑・Iを 送くことになった中 1氏の後任です 今度は中|1氏 から1頂 ま

れたのではないのですが、系|ヽ L」 引き受けることになった今、「貸しが つ増
えたなJと ‖奔「 に思っています

しかし型、が学イ1中↑Jf、 常イ千中↑liを りき受けたのは「1ヽ し]をつくるためで

はなく、これ|ま ひとつの「機ftJた ろうと感したからです 先lも 1牟 事を勤
めている劇係で同窓祭実行委タミにも名を連ねることになり、その準備で思い

|1深 い大学1市 内をうろうろしながら、liキ 事を引さ受けていなければ、こんな
ふうに学ノ

li‖ 1代 を快かしがることもなかったのだなあと感慨にふけってしま
いました 学11中↑」fと して「 分に働きのなかった私が常任中↑事というのは、

~`

いささか荷がTlいのですが、|`1分 の11来 る年Lレ 同で経,斉学部同窓会の発展に少
しでもrt南たできればと考えています

1曰書£異1違曇革。事轟百…………
私が 1[F山 学院大学に人学 したイ1は |イイ和2811イ |で 11後 か

ら8イ li糸

`て

ようやくIL会 がギκち,1き 台々めたヒ真て した 7森
から東京迄、本気機 1対

11で 101キ 1川 かか‐)て の L京 でした

学1続
′
li活 は何もかも‖新しい」千ばかりで、 ド711か ら学

院迄4;lLと 地 ド鉄 (銀‖4線 |,「 了前 Jりι 表参通― 卜 1)と

を乗りnV lい での通学コースで した ｀
1‖ ||:|‖ 1か ら人ると

ウェス ト (現  1)ナ 館)と イース ト (1り 1  'ナ Fri)の校

合が lj側に1,び、 I:向 iに は‖「 31id念子11と 大ガ
′院の校r)そ

のデ〔向いが大
`‖

Iで 、1り 18↓ 半に30分 ハl rLJ「 がありました.最ネノリのヒメ(は 典面

‖にネLI卜 に||‖fし ましたが、そのうちに1‖義の Fハ |の 関係で111〃IIII来 なくな

ってしまいました

ベ リーホー′しの近くに本りlt(1森りlt)|1身 υ)本 多ム丁 先
′
1の ‖作り1象 がありま

す 「 午森りlt夕、ili特 の武 iの J′ 孫で聡 り1で 父から学 問の
「『 rき を′受け /1、 向な落

の川人となり、その後夕、向|に 束奥義・lltを 和l立 し塾長となり経,1と 教育に専念

す その後 li山 学院の院長となり、学院と束奥義塾の発展につとめたJ(吉
森りlt人 名■典より抜 |卜)と あります  ri森県からこのような、ア派な先′Lが出

られた事は キ森りitの 誇りであります 先′
1は教fFと キリスト教仁t導 に1イiげた

′
L〃 Lで した

私、|「′「完′
liツ IFの 中でア ドバ イザーグルーフは森丈 i郎 先′

liに 所lFiし 、大学

の」1に ついて色々と御指導ι〔きました I可 卜に1財 政学のうL′ Lで したので、ゼ

ミナールは1財 政学を選択 し、UKヒ ックス教授の1財 政学を耐F究 し、卒業論 丈

に1可 家 予算についての文献を数多く参とに して提出 しました 森先ノ
11に は

色々と御指導を受け嗜:日 の如|く 思い||さ れます 森ゼ ミで |り
111の 大卒 へ旅

行した‖|は何よりも良き思い11で した 先′
liは お元気でセ ミの学′

|:辻 をり率

して ドさてヽました 先′
Lと 私辻学

′Lの′亡ヽのより 11の ′S、 オLあ t｀ が出来、楽 し

い ‖を過ごしました

'7i業 後は父の会

`Lに

1カ 務し、学「うしの校友会の li森 りlt支 部の li務 をT7、がり1継

ぎし、イ11 11の 校々の会合がありお′たいに交流を深め合いました JりこrFは 後

■の方が校友会の J千 務を引き継 ぎ、校友会の会ιlも lrrjぇ て益々盛んになリイ1

1必す従来通り交流を深めております これからも|」窓会及び校友会丈部

を)重 じて |サ 校の発展に役サ:ち たいと思っております

をしたいとj」 っています B級 グルメに限 らず、色々なことにllヒ 戦 したいと

思い、ただいま色々企‖11を しているところです

卒業した11は 全然辻いますが、占山学 1/L大学経済学‖Sを 卒業したことは同

じです し、皆 T山学院が大好きな人たちばかりで、毎
「

毎|:]と ても楽 しいひ

と‖十を過ごしています

経済学部同窓会に入会して、色々な方と知り合うことができ、れ

`し

くなれ

てとても攻メ′しく思っています
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975.3 経済学部卒 神奈川県在住 )

長11住み litれ た広島を離れ、怯職を機に2011ぶ りに東

京へ戻ってきました 部会は隅々まで、かなり変わって

いました 勿倫大学も外観は。 しか し、キヤンハスに人

ってみると不思議に、なんとなく|十のままで した 学生

達の会話が 1午 と同じだったからだと思います ′S、 と、フ

ーンと独キ↓の rT、 銀杏並本のにおいで した I十 と !Jじ で

姜 古 姜 古 亭 軒 ^合 丼 生 キ ス :

「 日本 の 実 力 、 表 と裏 」G月 22日総会での田演要旨)

謂演者 勝部 領樹氏

本学卒業後、長年にliり 報道の第 線で活躍され、数々のダイナミックな

放送技

`「

′の節‖に立ち会った経験を持つ勝部氏は、戦後日本の経済発展とそ

の原1月 、これからの日本の方向性について、|′ |ら の経験による視点と、社会

学者であり、日本側F究 家であるエズラ・F・ ヴォーグル氏の視点から講演を

,「 った

I.日 本経,斉 と日本ネL会

現在日本は、「IH外 の‖キ代Jに あるが、過去には「
i・

X lf的 にJ実 力1世 界 ―

を誇った 1代 もあった だいぶ前になるが、エズラ・ヴォーゲル氏は、著書
「ジャハン アズ ナンバーワン」で、日本が経済発展した背景について以

ドのようにまとめている

(1)日 本の政,子 )、 クト交は

'こ

劣りするが、lf“ (が しっかりしており、「官民

体Jの フォーメーシコンを採っている、(2)|1本 人の‖「帯ノJは 、イ也国に比

べて柏iめ て高い、(3)1本人|ま 、1ル 勉であ|)、 全体の教育レベルが15い 、(4)

治安がltい 、■である これらは日本人も|.1負 していた点であり、ヴ,一 ゲ

ルのと11FIよ 、 日本人の1`尊心を川κり、アてるものであった ヴォーゲlLの 片占

が

"1行

された後、日本は、いわり)る 「バブル経済の‖lfヽ 」に突人した バブ

ル知1の 日本経 llの姿を前)ド に1者りHす ると以 ドのようになる 11985(Iイイ利160)

イ
1lLメ〔から、ttヒ ッチに円高にな‐,て いった.198511に 11ル 250円であったの

が、1987(イ {利 62)11に は、1231台 まで tt l'「 した 21可 内では、,肖 費が

卜をえし 品質11り H十 二千「う′
li rl‖ υ)rJ Lが ,In杵でぁった L地が暴騰し、li:

Ll亡 [it高 11■り31X,ly円 、商わして約11意 円に達したところもあった 3金
り機り,ま  り1‐ て■ネ

`ヽ

し枕 1年 を行った 日本人が海外の 11地  不」lJ産 を買
■・ ~↑

1午 ちニ ノホン_|二 ||す る (ア メリカ)の ll七 半1が 大きくなった,

H ■ '■ i二
.∵

:Ⅲき

l■
t.1 1,(1 11十 二なると ′ヽフルサiJ決 が 台々まり、金‖虫機関は多額の不1せ

'FⅢ
=ti t′

f.,ムlll ち」イ:`、 業が急増した 「ノンバンク」|||:中 FJ「 不

⌒.・ ■ ■ :こ

=:ナ
ず1 ,ま  この‖lfヽ を象徴する:1蟻である これら 連の出

::‐  =:二  :i′ 、1卜「め

'と

方|ま あるが、まとめると以 ドのようになる

三 f=_て  た 1か /Fげ られる ヴォーケル氏も後11、 NHKでの対談で

t= 二,_Jl,ま 、 1本 もヴォーケル氏自身も).l信過用lて ごう慢 (をulogant)

てF t 日本の1政 治も経,斉 も |「 い体‖川のままだJと 述べている また

:l it llよ 止krf 辛
`,キ

のフロと呼ばれる人たち、マスコミ等は深く
'文

省すべ

`て
二ぅ

|‖  :|_り k者 たち

:|な |ま こうすれば●ち直る「突
"セ

||(breakthrough)J力 こヽつけらオとるだう
・| ● :― ケ

'し

氏が11tヽ たかったことを汲みつつ、以 ドに述べていきたい

1 .1111感 _σ)ll(a)ア メリカのメジ、.―  リーグで人々にりF球の醍

■ ::を りえ [1ヽ る「イチローJの 活」fl:を ヒントに「やればできるんだJと い
・七 J,主 1を もつこと (b)′ lヽ 力(尚 村|の 構造改 ||:、 変革の精神をり(r文すること

c HヽK番■1~フ ロジェクトXJで率イ1介 されている、過去の先輩達 (「 1'ヒ 戦者

■■_ tイ (11の塊でスタングードを作り出した精神を振り返ること (|¬ li

3jな 薇|li月 発)(2)|‖ 1除 化時代を迎えたことを背景として、今までの「和t

ll■ _て |ま なく、lfll外 からの多様なll_I〔 脳を1反 り入れて、イ「効に,11'‖ してい

十″tl二 せよ、現在の‖木の1り t,)と は、「|イ
「もが乗りはえなければならない

三_て 二1)、 責f千の1反 り方たを|り l11に し、11際 ヤL会に通川する確Plと したm‖

・1■ そ:“ 築すると同‖|に 、多様なm‖ 111に1も |:ど め、新しい「強さJを 身にrJけ

を二
`う

.   ′失輌皮| |(breakthrough)_ υ)き っかけとなる

勝部領樹氏 略歴
1931年 島根県佐田町生れ。
1954年 青山学院大学文学部英米文学科卒業。

同年NHK入局。以降、郷里の松江放送局を振出しに

主に東京社会部記者として活躍。
1977年 「ニュースセンター9時」キャスター。
1979年 「NHK特集」リポーター。
1988年 NHKエ ンタープライズ21の キャスター。
1993年 同社顧間。

参考 エズラ・F・ ヴォーゲル (Ezra F Voge)氏  略歴 :1930年 アメリ
カ・ォハイオ州生まれ。社会学者。日本・中国の研究家。1985年ハーバード

大学で社会学博士号取得後、研究のため来日し2年間滞在。1960～ 1961年 エ
ール大学教授、1967年ハーバード大学教授を経て、現在ハーバード大学アジ

アセンターで「アジア ビジョン21」 ディレクター。

、 月 日

"■ヽ
12涵a

藤■      :す
i 

フ

tt島 支部で校 /1x会 活」llJに オ%わ って2011 同窓の ネット

ワークイ|:り に、ボランティア精神ξ付〔樹:的 に111わ ってきました まさに人と

人との劇わりです Ik々 の |ltfヽ は、どちらかと::う とI´FIま 苫
「

てす 便利さ

は認めますが、TI極的に,た いこなそうとは1と|い ません しかし、 」rの 1ヽ の

″∵沼ま )々上 |さ
′
;[て rFと 1を してtヽ ます とでもriβ ,で きなtヽ と思います

さて先H初めて大学IIJ窓 祭に参加|さ せて|」 lき 、人場券‖ゎtを 引111し ました

OB()(〕のノ「々かり〔|二
′
li々 と活IIJさ れているスを,こ て、参加|さ せて1,1い て本

・1十 二11か ったとLlい ました まさにボランティア精||↑ |‖ であ1)、  ノ、と人と
の1月 わりあいの場でありました 私は思いました  こんなイメ|‖ 気が 1分 は

番好きなんだ |十 からずっとそうだったんだ
い

と ア′ヽレルから′
li命保険

業界へ 180度 の転lllで した 形の有るものから無いものを販売する|lt界ヘ

の「 i身です ITと は適11に お1,「 き合いさせて Fiき ながら、人xl人 、 対 の

メ〔資1勝 負υ)‖ 々が tヽtい fい る[、 |二 とっこ こご)1窓 祭、つ ||の 体り11ま 今後の

■が人′
liの 場1,1を しとたり:て した ()I■ 0(i、 サi tt'|■・ヒLと えた、,|ま  本

_キ で′じヽから人と接してたらオlた うらたとど:ヽ ます 僣、′メ|■ 1:i・ |ら ■ラン

ティアれい だ|十 と:ヽ う|(|二 ,ま いきませ′tオ .

」lt後 に、口、|よ  ブ、ヒブ、と・l'|マ ,い を メ,r卜 を三二した■ ´

1,本 を′ヽ ′ク|二  2卜 li´ 〕||〕 |二 千本チ:〔

`tlを
03 0(1_ ∵・ 二|

いと思います そし fl:fit,せ J卜 て、ここ 二1:て 03 0(1 111「
たいとlど 1は した
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1 榎木 弘会長挨拶

会も311を 経過した。これまでは 11と して体制1 判1織づくりをし、ま

た、活動的iで もいくつかやってきた 組織づくりは非17に 地味な仕 ト

だが、劇係の皆様は本当に ―′li懸命やって ドさった 例えば会員の外

集、新イ1業生の勧誘、学11会 |‖ llの lll進 、会員台11そ の1喜 備といった||:

事を看実にFiっ た 活動

“

iで は、「‖演会、会報、定卿1総会、愁親会開

催、大学同窓祭への積柏:的参加、などを行った 今後もこれらを実行

していく しかしながら、私たちの会は「ボランテ ィアJです 各|′ |

が本業を持ちながら行いますので、最諄を尽くして′
F校のため、我々

のためにFiっ てくださる方々に深く感l,|す る

いよいよ経済学部|」 窓会も4年 同に人る 本来の目的の つ、学部

同窓会を結集させたいということがありますので、まだまだ道は遠い

かも知|れぬが、l‐

llい 日標に向けて進んでいかねばならない また「経

済学部への 芝援Jも できるだけll川
|に 行いたい 今後とも皆様と共に

考え進んで r「 きたい

本イト同窓会として初めて、経済学湘S同窓会から、校友会の大学部会

を通じ校友会評議員2名 を1性 薦し、 11:式 ノヽ認された (石 リト品」会長、大

り予会計の2名 )こ れは、会と学院との結び付きの「第 ^歩 J となる

この事が今後良い意utで発展して行くように私たちはIUJ待 する_

もう ―つは、 1イ li木 、校友会が学院と協力して『占学チャイムズJ

(18万 部発行の広 |‖紙)を 全校友に配4jし た 「卒業′
|:こ そ学校にとっ

て非常に大きな|1産 であるJの ですから、足非実Fiに 移すべきという

1手 で始まった また「青山学院校友センターJも 発/L、 校友の為の連

絡機関と位置付ける.各同窓会もセンター内にポストを設置し、学校

も同窓会に非常に協力的になってきている 我々はこのようなものを

卜分に活用しながら、同窓会が確Jと して学校をサホー トする|li式団

体として勧めていく。また会が我々の「rL涯教育の Í果 」、また「生

涯学習の場Jと して位置IJけ られたら索 占らしい 今後同窓会のl ll立

というJl想 に向けて進んで行けたら素 青らしい

2 総会議事 1第3年度会計報告1議長 :榎本会長

平成13イ 11度 事業報告、収 芝決算報缶、‖た査報 II「 、並びに平成14イ
「

度

」「業|:卜 画、収 芝予算案、会買1 部改定についての案をそれぞれ審議、

満場 致で水 :忍 された

編 集 後 記
>第 11白 iの 総会li己 ■、第31白 iの ‖券部氏面‖演要旨、第4面総会議事要旨、は

イと岡‖F人 /L(i14H7)に お願いしました >今 日|も …
経 ,斉 学部同窓会

'ミは今………
Ⅲ

として北からliか ら多くの方におlLtり l頁 きました 感謝

>第 41白 iイ ンフォメーションは大賀 1111手務‖」長にお‖口tヽ しました >
第6)ナ編集長、|‖ 1川 光1711(経 35)判所集ウl、 西ld隆 !J(商 37)、

'デ

i水 美

r(経 39)、 イiリ ト|:テ 之 (経41)、 相川利|′な (ri44)、 ll・ 原饉 r(経 46)、 本

'IF,支

(糸

`47)、

 1毎 ‖],(チ r(糸
`48)、

 lt部
′、1:子 (糸

`53)、

 ‖]尻( 潟キ (糸子58)、

化司オ|卜 夫 (糸

`H17)
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第7回常任幹事会 16名
第4回総会 (第3年度年次総会 )

記念講演会 15:45～ 17:15 70名
講師 :勝部領樹氏
テーマ「日本の実力、表と裏J

ネ念  会  17:20～ 18:00  70名

以上、大学4号館420教室
懇親会 18:15～ 20:00 59名

アイビーホール青学会館
クローリー館 4F「 クリノン」

役員会 6名
第1回 常任幹事会 12名
第2回常任幹事会 13名
第6号会報編集会議
第3回常任幹事会
AOYAMA OIKOS NOMOS 第6号発行
AOYAMA O!KOS NOMOS 第6号発送
平成14年 度幹事会
講演 :中 田 宏横浜市長
(経Hl卒、同窓会幹事、前常任幹事)

4`成 13年度‖丈支,りι算‖ti「   H I:成『3年 |サ ll H ll半 成‖¬3サ 13‖ |

1又ヌ、の部           支出の部1又 ヌ、の部            支出の部

軋]il[[覇信1~
給会会費収入 1   276,0001通信費    1   252,725
預金利息   1     5801会 議費    1   22,096
その他    1    2,0001事 務費       826,299

|  |  1墟喜
費  ■凝

|

天互

「

~~~~  ^～
_■

'I TP繰
撃全  +― ♀望 子

546

工 __  l  p,21919螢 _1合き  ___|___9,21pp41:

会則一部改定についての案

第11条 (2)1'li会 は中↑J「 会,1の |‖成 L、 j±隔地会lt等 の委ll Jた を含め、幹J「の3分の1を も‐
,

て成、|し 、決■は||1押「中↑J「のりl111数 をもっておこなう

雛15条 (7)J「務1」 1( 1名   (8,‖」JI務 |」 1モ  l名

第18条   役サ1会は会1こ 、‖」会1こ 、中年111こ 、‖」中↑J「 1こ  会「 委it、  11務 111ミ 、副 J「務ljlこ で

l ll,文 J~る

第19条   役li会 イ[f「 中↑11会 幹Jl会 は公‖‖とし、各会議にll人役サt会、拡大常任中↑J「 会、拡
大1晰

:J「会を月1卜 すること力1り(る  |りtl■ は ||1席 委;1」 の ll‖ 1数をもっておこなう
(イ J則

' 5  21)2年
(り 12211  部己k定

(刑‖貝1)] 会,tの
'レ

)に ついて

5年以 11の 年会イセ納大会it、 終身会ιt納 入会サ1が 亡くなられた場合は、会lt名 で
「

';むJを 入す その′寸7ド については役lt会 に |「 する

1l L

仰1し  第711会 li のJ)[行 19条 以 卜は、新しく19条 を加えたので、2)、 2、 22条 と繰リトげる

20世紀初頭の新しい経済学の潮流の中には、「社会経済学」(socia!

econmics)、 「文化経済学」(cuttural economics)、 「進化経済学」

(evolu■ onary economics)な とが登場してきており、いずれもこ

れまでの伝統的な経済学 (polにical economy又 はeconomics)が 取

り上げなかった複雑な社会文化現象をきめ細かく分析・検討することを

課題として多くの経済学者をひきつけています。伝統的な経済学の中に

も広く認められている分野として「公共経済学」(puЫ ic economics)

や「環境経済学」 (environmental economics)が あります。しか

し、いずれの名称もeconomicsと いう用語は共通して採用し続けてお

り、これからも経済学が色々な形で変容・変質していったとしてもこの

「エコノミクス」という言葉は残り続けていくでしよう。日本語で経済

という場合は、語源的には、江戸時代の儒学者、太宰春台 (1680～
1747)の 執筆した I経済録』(1729)に由来するとされ、それは「経

世済民」を意味するといわれております。即ち、「世の中を治め民を救

うこと」がその目的なのです。経済学の父、アダム・スミス (Adam
Smにh,]723～ 90)もその I国富論』(1776)第 4篇冒頭の個所で

「経済学の目的は国民と国家の両方を富裕化すること」と述べておりま

す。この広く,でも使われているeconomicsの 語源が古代ギリシャの

哲学者 (ア リス トテレスなど)か使つていたo:conomikこ で、分解する

とoikos(家 )のnomos(規 則)と なります。同窓会をひとつの家とみ

たてて、その豊かな秩序ある発展を期待して会報の名称として採用した

次第です。

「Aoyama Oikos Nomosの意味するところ」
石丼 信之 (副会長・経済学部教授)


